
　体
験
講
座 

と 
遺
跡
見
学 

の
お
し
ら
せ

　

           

　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
講
座
「
古
代
を
た
い
け
ん
し
て
み
よ
う
」

遺
跡
見
学
「
讃
岐
国
府
跡
と
新
宮
古
墳
」

申込先

電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

T
E
L

：08
7
7-4
8
-2
19
1

　

E
-m
a
il

：m
a
ib
u
n
@
p
re
f.k
a
g
a
w
a
.lg
.jp

詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

２
６
０
円(

保
険
料
・
材
料
費
）

 

１
１
０
円(

保
険
料
・
材
料
費
）

 

３
７
０
円(

保
険
料
・
材
料
費
）             

(

9
時
受
付
開
始
）

日

　時
： 

７
月
31
日
（
火
）　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分           　

　
　

※

悪
天
候
の
場
合
は
8
月
2
日
（
木
）
に
延
期
し
ま
す
。

集
合
場
所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

案    

内
： 

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

ま
い
ぶ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対    

象
： 

小
・
中
学
生

定    

員
： 

15
名
（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
料
： 

5
０
円
（
保
険
料
）

※

参
加
料
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

申
し
込
み
期
間
：
７
月
4
日
（
水
）
〜
７
月
27
日
（
金
）

　

      ※

定
員
を
満
た
し
た
と
き
は
「
申
し
込
み
期
間
」
中
で
も
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　　　　　 場

　所
： 

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対

　象
： 

小
学
生
以
上

定

　員
： 

各
15
名
（
申
し
込
み
先
着
順
）

  （1）
土
器
を
つ
く
ろ
う 

日

　時
： 

７
月
24
日
（
火
）　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

７
月
25
日
（
水
）　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

参
加
料
： 

      

(2)
ア
ン
ギ
ン
編
み
で
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う

　

日

　時
： 

７
月
24
日
（
火
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

参
加
料
：   

(3)
編
み
か
ご
を
つ
く
ろ
う(

受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。)

　

日

　時
： 

７
月
25
日
（
水
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

参
加
料
：   

※

参
加
料
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
複
数
の
講
座
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

    

申
し
込
み
期
間
：
７
月
４
日
（
水
）
〜
７
月
23
日
（
月
）

　
　

  ※

定
員
を
満
た
し
た
と
き
は
「
申
し
込
み
期
間
」
中
で
も
受
付
を
終
了
し
ま
す
。  ▲   平安時代後半から鎌倉時代の溝
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▲　鴨部・川田遺跡　木器が出土した様子

▲  飛鳥時代の水田跡

▲  多肥松林遺跡刳物容器

▲  水田跡の調査風景

表　
　
　
　
　
　

裏

か    べ かわた

名

(

み
ょ
う

)

遺
跡
の
発
掘
調
査

 
 

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
土
器
や

石
器
に
比
べ
て
木
器
が
出
土
す
る

機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
人
々
が
生
活
に
木
を
あ
ま  

り
利
用
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な

く
、
木
は
土
の
中
で
は
傷
み
や
す
い

た
め
調
査
時
に
は
朽
ち
果
て
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
自
然
河

川
跡
な
ど
水
分
の
多
い
場
所
で
は

木
は
保
存
さ
れ
や
す
く
、
多
量
の
木

器
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
、
古
来

よ
り
人
々
が
多
種
多
様
な
木
器
を

使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

     

昔
か
ら
人
々
の
生
活
と
木
に
は
密

接
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
集
落

に
近
い
森
林
か
ら
は
、
建
物
の
柱
や

用
水
路
な
ど
に
設
置
す
る
杭
、
燃
料

と
す
る
薪
な
ど
を
調
達
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
道
具
の
製
作
は
、
た

と
え
ば
鋤
・
鍬
な
ど
の
掘
削
具
に
は

丈
夫
な
ア
カ
ガ
シ
亜
属
の
木
を
使

用
す
る
な
ど
適
切
な
木
材
が
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
鍬
な
ど
の
未
成
品
が

出
土
す
る
こ
と
も
あ
り
、
集
落
で
木

器
が
作
ら
れ
た
様
子
も
窺
え
ま
す
。

                                                                                                              

　

香
川
県
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

は
、
鋤
・
鍬
な
ど
の
掘
削
具
、
稲
の
脱

穀
に
使
う
竪
杵
や
臼
な
ど
の
農
具
、

木
材
を
刳
り
抜
い
て
作
っ
た
刳
物
の

容
器
や
ろ
く
ろ
を
使
っ
た
挽
物
の

容
器
、
下
駄
や
扇
・
櫛
な
ど
の
服
飾

品
、
祭
祀
に
使
う
形
代
や
斎
串
、
船

の
部
材
や
馬
具
で
あ
る
鐙
や
鞍
な

ど
様
々
な
種
類
の
木
器
が
出
土
し
、

縄
文
時
代
以
来
、
生
産
活
動
や
日
常

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
木
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
木

器
の
種
類
や
形
態
は
時
代
と
と
も

に
変
化
し
な
が
ら
も
、
木
は
身
近
な

道
具
の
素
材
と
し
て
、
長
期
間
、
幅

広
い
用
途
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。      

   
 

今
回
は
、
県
内
の
発
掘
調
査
で
出

土
し
た
、
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
様
々
な
種
類
の
木
器
を
展

示
し
ま
す
。
古
来
か
ら
続
く
人
々
と

木
の
関
わ
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
な
か
の
木
の
道
具

　

平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
30
年
6
月
ま
で

丸
亀
市
飯
山
町
下
法
軍
寺
で
国
道
438
号
（
飯
山

工
区
）
道
路
整
備
事
業
に
伴
っ
て
名
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

  

 

平
成
29
年
度
の
調
査
は
い
に
し
え
の
讃
岐
96

号
（
平
成
30
年
1
月
発
行
）
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
今
回
は
平
成
30
年
4
月
か
ら
6
月
ま
で

に
行
っ
た
調
査
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
調
査
地
は
平
成
29
年
度
調
査
地
の

南
側
に
当
た
り
、
飛
鳥
時
代
の
水
田
跡
、
平
安

時
代
後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
の
溝
状
遺
構
な
ど

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

飛
鳥
時
代
の
水
田
跡
は
洪
水
で
運
ば
れ
て

き
た
土
砂
で
埋
ま
っ
て
お
り
、
畦
畔
が
良
好
な

状
態
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
畦
畔
の
幅
は
50
〜

70
㎝

で
、
畦
畔
を
保
護
す
る
矢
板
な
ど
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
畦
畔
は
5
〜
7
ｍ

ご

と
に
作
ら
れ
て
お
り
、
南
西
か
ら
北
東
、
北
西

か
ら
南
東
に
向
か
っ
て
格
子
状
に
の
び
て
い
ま

し
た
。
水
田
一
筆
の
面
積
は
30
㎡
程
度
で
、
や

や
い
び
つ
な
方
形
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
調

査
地
の
周
囲
に
は
整
然
と
し
た
方
形
の
広
大

な
面
積
の
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
名
遺

跡
で
見
つ
か
っ
た
飛
鳥
時
代
の
水
田
跡
は
か

な
り
狭
い
も
の
で
す
。
イ
ネ
の
栽
培
に
は
水
を

必
要
と
し
ま
す
。
現
代
で
も
畦
畔
は
土
地
の
境

界
を
示
す
と
と
も
に
、
水
仕
切
り
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
名
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
水
田

畦
畔
は
水
を
効
率
的
に
運
用
す
る
た
め
に
、
小

面
積
の
水
田
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
名
遺
跡
で
は
こ
れ
ら
の
水
田
に
導

水
し
た
用
水
路
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

付
近
に
用
水
路
を
掘
っ
て
水
を
管
理
し
な
が

ら
イ
ネ
を
作
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
名
遺
跡
で
は
平
安
時
代
後
半
か
ら
鎌

倉
時
代
の
溝
状
遺
構
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
溝
状
遺
構
は
南
か
ら
北
に
80
ｍ

以
上
の
び

て
お
り
、
周
辺
の
田
畑
を
潤
す
灌
漑
用
水
路
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
飛
鳥
時
代
の
水
田
畦
畔
の
方

向
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
付
近
に
広
が

る
田
畑
の
地
割
に
平
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
後
半
・
鎌
倉
時
代
の

間
に
現
在
の
風
景
の
元
と
な
る
土
地
区
画
整

備
の
土
木
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て

こ
の
付
近
の
土
地
利
用
と
開
発
の
様
子
を
示

す
重
要
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

平
成
30
年
7
月
23
日(

月)

〜
9
月
25
日(

火) 　

9
時
〜
17
時　

※

土
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
館

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

テ
ー
マ
展

す
き　

 

く
わ

だ
っ

こ
く

た
て
ぎ
ね

う
す

く
り
も
の

ひ
き
も
の

お
う
ぎ    

く
し

く

か
た
し
ろ

 

い   

ぐ
し

あ
ぶ
み

く
ら


